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ｊ 三宅島水産開発事業の調査も２生目が完了して３正目の事業を着々と実施牢である～

５５隼度の事業成果のうち、５編について一応報告を雨〔まとめたが、主として基礎的な調査

報告が多い。

およそ開発事業なるものは先を急ぐあまり基礎的な自然環境、立地海洋条件等、重要である

べき基礎調査がなおざりにされがちであるが、本報告はこの点に主眼*置いて作成したもので

ある。

したがって、開発事業報告書としては目立たぬ基礎的な報告に始終するが、将来すべての面

で飛やく的に伸びようとする三宅島水産業の礎石としてば、この報告書が充分活用できるもの

であると云うことを信じてやまない次第である。

昭和５７圧２月

鈴木東京都水産試験場長 順
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三宅島の軟体動物相（篭１報）姪

およそその地方の海域の実態を明らかにしないでその海域の開発を論じ実行することは無謀

なことである。三宅島周辺の海域特に浅海資源の実体を知ることは水産開発と重要であり、浅

海（干潮線から漸梁帯）竺物相の全般竃は握することは今後の水産開発上基露的管料として、

最も役に立つことと思う、このような観点より三宅島における海産生物相のうち、軟体動物に

ついて、チングサ漁場調査のかたわら２か生間にわたって（ぃそ）採集や潜水採集諾した。こ

こに２００余種について同定記録することができたので一応その目録をかかげて中闇報告とす

色

る。

島の位置と海況

東京の南１８０Kmにあって、伊豆七島のほぼ中央に位置する｡三重県尾鷲市と|司緯度にあっ

て東経１５９．５２１北緯５４．０５'を中心に電北約１０Km、東西約８Kmのほぼ円形をなす。海岸線

全長は３５８５Kｍで２００ｍ以浅の大|崖棚の面積は１２１．４平方Km、２０ｍ以浅の生物相の最も豊

,富なZk域の面積は１４．２平方Kmできわめて狭小である。（図１．２）

本島は富士火山帯に

あり玄武岩質の塩基性

熔岩と（ほう）出物と

の互層より成る復式火

山である。従って海岸

線の出入乏し<岩礁|'て

かこまれ砂浜は大久|呆

浜・三池浜位のもので

ある。島には1iii川がな

いが侮岸の所々に淡水

の（ゆう）出個所があ

る。しかし水量はたい

夕

図、↑三宅島の位置
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図、２三宅島沿岸

したことがないので淡水の影響が生物相におよぼすことは恐らくないと考える。

沿岸水温比重の季節的変化を見ると（表’）最低水温は１月の，Ｚ４ｏＯでそオ

温となり、５月から急に上昇し最高は８月、９月の266°Ｃで１０月から急に下’

7N届iは225.0である。

比重は最高８月の１．０２５５８.最低１月の１．０２５１６．隼平均１．０２４６５で年内湯

)最低ﾌ1k温は１月の、4.0でそれより次第に高

９月の266°Ｃで，０月から急に下降する。年平均

尤重は最高８月の１．０２５５８.最低１月の１．０２５１６．隼平均１．０２４６５で年内を通じて大差な

く高（かん）・黒潮流i域にあって沿岸水の影響は全く無いといえよう。

－４－
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三宅島沿岸水温比重（昭和５２～５５年平均）表１
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米比重は昭和１５隼を用いた。

軟体動物相の｜概要

今回採集された標本のうち同定できたものは２１１種でこれを分類区分すると、ヒザラガイ

類５種（２．５％）・腹足類１７２種（８１．５％）・斧足類２５種（１１．９％）・頭足類５種

（２．５％）・後鯛類４種（１．９％）となる。腹足類が極端に多く、斧足類がいちじるしく少な

いことは本島のような波荒い岩礁帯を持つ海洋島であるから当然と思われる。頭足類・螢鯛類

は調査不充分であるので今後の調査によってかなり種類が増加するであろう。

産業上重要なものは食用種であるサザエ・フクトコプシ・パセウイカ・ヤリイカ等がある。

サザエは昭和１２年以前は島の南東岸一帯に分布し、昭和１０年には|司島より八丈島に

４５９KlZを試験移殖を試みた。昭和１２生のZk場景は５，６００K?が記録されている。現在では極

端に減少し、テングサ採集のかたわら一夏に１隻２０KPもとれば良い。フクトコブシは島の南

東岸に特に多くかなりのせい息を見るが自家用に採取するだけで市場へ出荷しないのは|苦しい。

昭和１２隼のう(k場では２，７５０噂・昭和５４生にはる,６４４町がZk場されている。バセウイカ、

ヤリイカ（方言アカイカ）は産卵に接岸したものを漁獲するが昭和５５年には１１６Ｋ？の水場

があった。

その他装飾用として利用されるホラガイ・オオナルトポラ・ポウシウポラ・イトマキポラ・

ヒメイトマキボラ・カパミナシ・タカラガイ類があるが大型貝類は自家食用に供している。

分布上興味ある点はスイジガイ・トウカムリ・タイワンバイ・クロチヨウガイの出現である。

いずれも本邦における分布の北限に近い。巨大な後鯛類ジヤノメアメブラシの分布もまた同機

である。

最後に採集に協力していただいた五十嵐正治（静岡県水産試験場伊豆分場長）・塩谷照雄．

Ｐ

⑪

－５－

月 ８ ９ １０ １１ １２ 平均

水温 ２６．６ ２６．６ ２４．６ ２２．１ １Ｑ８ ２２．５

米比重 ２５．１１ ２４．６４ ２４．９１ ２５．２５ ２２．５７

月 １ ２ ５ ４ ５ ６ ７

水温 １ス4．０ １スフ １８．０ １８．４ ２０．６ ２２．７ ２５．５

米比菫 ２５．１６ ２５．４８ ２３．９８ ２５．５８ ２４．６１ ２５．２４ ２５．０９
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荒尾慶彦・ヒヂラガイ類の同定は国立科学博物館動物課長故龍篇博士、一部微小貝類を同定

して下さった地質調査所大山桂博士の各位に厚く御礼申上げます。

引用文献

１山内謙１９３８：三宅,島沿岸調査報告書．

２松本大郎１９４２：栄螺移殖試験．伊豆七島水産経営八丈島現業場事業報告へ

東京府．

５吉良哲明１９６０：原色日本貝類図鑑．保育社．

４波部忠童１９６１：錆原色日本貝類図鑑．保育社．

調査担当者

大島分場 調査指導室
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軟体動物目録

多板殻綱（ヒザラガイ類）ＯﾕａｓｓＰＯＬｒＰＬＡＯＯＰＨＯＲＡ

ＯｒｄｅｒＣＩＩ工ＴON工DA

Falni1yCryptop1aoidae

~

ヒザラガイ目

ケムシヒザラガイ科

採集場所

坪田

神着、坪田

毎

1．Aoanthocllitonrubrolineatus（Lischke）ヒメケハダヒザラガイ
２．Ａ・achates（Gould）コケハダヒザラガイ

Famiﾕｙ工schnochitonidae ウスヒザラガイ科 坪田

３．エｓｃｈnochitonboninensisBergenhayn
4、工・comptus（Gould）

坪田

坪田

ホソウスヒザラガイ

ウスヒザラガイ

Fanli1y〔ｈｉｔｏｎｉｄａｅヒザラガイ科

5．Onithop1axhirase（Pi1sbry）
ＵａｓｓＧＡＳＴＲＯＰＯＤＡ

ＳｕｂｃﾕａｓｓＳＴＲＩ亜ＴＯＮＨＵＭ

神着ニシキヒザラガイ

腹足綱

涙神経亜綱

（Prosobranchia）（前噸）

OrderARCIIAEOGASTROPODA原始腹足目

SuperfamiﾕｙＰユｅｕｒｏｔｏｍａｒｉａｏｅａ 〔オキナエピス超科〕

FalniユｙＨａユｉｏｔユｄａｅ ミミガイ科（飽類）

伊豆･阿古･坪田6．Ha1iotis（Sulcu1us?）gruneriPhilippiフクトコプシ
（taylorianaReeve）

7.Ｈ・（SanhaUotis）variaLinn6イポアナゴ 神着

スカシガイ科Fanli1yFissure1:lidae

8・Maohrochismamacroschisma（DiUwyn）スカシガイ

Ｓｕｐｅｒｆ､aｌｎｎｙＰａｔｅｌｌａｏｅａツタノハガイ超科

７

阿古

窪

Ｆａｌｎｉ１ｙＰａｔｅユユｉｄａｅツタノヘガイ科（ヨメガカサ類）

９．PenepateUasteUaerormis（Reeve）ツタノハ神着･伊豆･坪田

ﾕ０．０eUanatoreuIna（Reeve）ヨメガカサ神着.伊豆.坪田

Ｆａｍｉ１ｙＡｏｍａｅｉｄａｅユキノカサ科

11。OoUiseUagrata（Gould）カモガイ

－７－



ﾕ２．０．（Kikukozara）lang玉ordiHabe
13oNotoacmeaschrencki（Lischke）

キクコザラ

アオガイ

坪田

坪田

Superf､aInilyTrochacea

Falni1ymrochｉｄａｅ

ニンキウズ超科

ニシキウズ科

Trochusmacu1atusLinnb

CaUipstomaunicum（Dunker）
０.simodensenebe

Cantharidusoaﾕﾕichroa（Phi1ippi）
０．ｈｉｒａｓｅｉＰｉｌｓｂｒｙ
Ｃ・japomcus（AoAdams）
Monodontaneritoides（Phi1ippi）
Diﾕ｡mａｓｕａｖｉｓ（Phi1ippi）

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
ｏ
●
●
●

叫
巧
過
刀
田
、
印
皿
堕
幻
弘
乃
餉
幻

ニシキウズ坪田

エビスガイ神看・坪田

ハツカエピス神着・坪田

ハナチグサ坪田

カイドウチグサ神着

チグサガイ神着・伊ケ谷
クロズケガイ神着

メクラガイ坪田．

クポガイ神着

へｿアキクポガイー神着

ヒメクポガイ坪田

パテイラ 神着．坪田

ｷﾂﾞﾀか－神着･阿古･伊豆.坪田

ベニシリ肋神青･阿古.坪田

meguｴａａｴWrostoma（Tapparone-0anefri）
Toargyrostomaturbinata（AoAdams）
T・（O1nphalius）nigerrima（GInelin）
T・pEeiHeri（Phmippi）
TectuspyrEunis（Born）
T・（Roohia）conus（Gme1in）

FamnyAngariidae

28oAngariade1phinusatrata（Reeve）

Ｆａｍｉ１ｙＴｕｒｂｉｎｉｄａｅ

カタベガイ科

カタベガイ 神着･伊ケ谷.i斗任Ｉ

リユウテン科

２９．

３０．

３ユ．

３２．

３３．

３４。

ｎｌｒｂｏｒｅｅｖｉＰｈｉユｉｐｐｉ
ｍ．（Mannarostoma）stenogyrusFischer
T．（BatiUus）cornutusSolander
Astraeahaematraga（Menke）
A・rhodostoma(Lamarck）
A,heimburgiL（Dunker）

鱸.伊ケ谷．
鱸.･騨谷

『》崔『冊研
権

神着.坪田

伸着･阿古.坪田

神着･阿古･坪田

FａｎｌｉｌｙＰｈａｓｉａｎｅＵｉｄａｅ サラサバイ科

３５．Neotrioo1iamegastoma
36oPhasianenamodesta（Gould）

ベニバィ

サラサパイ

神着･坪田

伸着･阿古.坪出

Fａｌｎｉ１ｙＮｅｒｉｔｉｄａｅ アマオプネ科

37．Nerita（RjLtena）striataBurrow
38oN．（Tlleliostyla）albioiUaLinnb

神着．坪田

伊豆･阿古･坪田

コシタカアカガイ

アマオプネ

－８－



小

Super2alni1yLittorinacea タマキビ超科

Elalni1yLittorinidae タマキビ科

Tectarius（Nodi1ittorina）pyramida1isイポタマキピ
（Qouy＆Gailnard）

T・（Nodi1ittorina）granu1aris（Gray）ｱﾗﾚﾀﾏｷﾋﾞ

３９．

４０。

神着．坪田

補着．坪田

甲､

白

SuperEami1yOerithiacea オニノツノガイ超科

Fami1yVerlnetidae ムカデガイ科

41。SniquariaoumingiMorch
42oSerpulorbisimbrioatus（Dunker）

ミミツソブイ

オｵﾍﾋﾟﾗﾋﾌﾟｲ

肥
蜘

FamilyOerithiidae オニノツノガイ科

Ooﾕinamacrostoma（Hinds）
Ataxocerithiumabnorma1e（Sowerby）
O1ypeomorussordidu1a（Gouﾕd）
Oerithiumnodulosum（Brugui6re）
０．０itrinumSowerby
Semivertaguszebrａ（Kiener）

4３．

４４．

４５．

４６．
４７．

４８．

神着・坪田

神着

神着

神着

神着

坪田

エビガイ

カタワカニモリ

ホソコオロギ

オニノッノガイ

キイロカニモリ

ヘナカニーモリ

Supe㎡alniﾕｙ町itoniaceaイトカケガイ超科

（Ptenog1assa）（翼舌類）

Family恥itoniidae イトカケガイ科

（Sca1ariidae）

49．Gyrosca1aperp1exa（Pease）ネジガイ

E1alniｴyJanthinidaeアサガオガイ科

５０．RecﾕuziabensomA･Adalnsvarﾋﾙｶﾞｼﾄｶﾞｲ

51.Janthinajanthina（Linne）ｱｻｶﾞｵｶﾞｲ
52.Ｊ。（Vio1etta）iricoﾕ｡ｒＲｅｅｖｅ ルリガイ

SuperEamiユｙＨｉｐｐｏｎ１ｃａｃｅａ スズメガイ超科

FamiﾕyHipponicidaeスズメガイ科

（Amaltheidae）

５３．Hipponix（Sabia）comcusSchumacher キクスズメ

坪田

Ｐ

神着

阿古･坪田

坪田
罵蕪

神着･伊豆･坪田

－９－



と

(Antisabia）fmiaceaQouy＆
(Pi1｡sabia）pilosaDeshayes

５４．Ｈ、

５５．Ｈ、
Gaimard カワチドリガイ坪田

スズメガイ坪田．

Fanli1yOapu1idae

56･oapulusbadiusDunker

Supe㎡aIni1yStrombaoea

FanlnyStrombｉｄａｅ

カツラガイ科

カセンチドリ坪田

ソデガイ超科

ソデガイ科

Strombus（Labiostrombus）japon1cus
（Reeve）

S・（Oonarium）nlutabilisSwainson
S．（Conarium）dentatusLinn6
S･Ｉｎｉｃｒｏｕｒｏｅｕｓｋｕｒｏｄａ

Ｌａｍｂｉｓ（Harpogo）chiragra（Linne）

５７。
シドロ 神着

5８．

５９．

６０．

６１．

ムカシターモト

ミツニピガイ

ヒメムカシタモト

スイジガイ

阿古

神着

神着・阿古

阿古

ａ
ｅ

ａ
ｅ

工
ｎ
＋
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・
亟
叱
臥
臥
ａ
の

・
工
ｏ

》
酎
姻
癖
呼
》
山
舳
伽
、
伽
価
山
柁

ｒ
ｌ
ｎ
ｉ
Ｓ
Ｓ
曲
傘

伽
呵
座
川
川
釧
幻
釦
ね
、
く
舶
零
工
須

Ｓ
ｏ
〒
し
・
工
ｅ
Ｓ
下

々珈刎》加恥》唖》刺・》岼馴咽關
・
工迦

即
Ｌ
～
ｊ
ｏ
ｎ
ｂ
ｄ
ｔ
ｎ

ｒ
ｅ

ハ
エ

０
ｐ
ム

ー
も
ｒ
ｌ
ａ
ｒ
ｏ
・
工
１
ノ
。
１
．
１
Ｔ

ｒ

ａ
助

Ｓ
・
工
ｂ
ｍ
ｒ
ａ
１
１
Ａ

ｅ

ａ
廻
亟
ｍ
ｌ
１
Ｃ
Ｓ
ｏ
・
ユ
ノ
ー

ｐ
▲

ｒ

ｅ
・
ュ
ｅ
ａ
ａ
・
叩
帥
率
ｓ

ｕ
‐
Ｕ

〔
Ｄ

Ｓ

ａ
Ｏ
「
上
ａ
・
工
・
ユ
ー
℃
ｏ
ロ
〕
ｕ

ｏ

Ｍ・珊町．麺伽皿伽皿ＭＭ
ｒ・工ｖ

ｐ
員
よ
ノ
ー
Ｓ
ｅ
１
Ｄ
ｒ
ｌ
ｒ
ｌ
・
１
．
１

・
工

ａ
Ｏ
ｎ
．
１

ｒ
ｒ

暇
砒
ａ
ａ
血
朏
⑰
０
０
ｍ
比

●
●
＠
●
●
●
●
ｏ
●
●

〔
罠

コ
ン
ノ
４
月
ン
／
ｏ
ワ
ー
〈
Ｄ
Ｃ
ノ
（
Ｕ
１
－
〔
廷

／
Ｃ

／
ｏ
／
ｂ
／
ｂ
／
ｏ
／
ｏ
／
ｏ
／
ｏ
ワ
ー
【
ｒ
ワ
ー

ぺツコウタマガイ超科

ザクロガイ科

シラタマ

タカラガイ超科

神着

タカラガイ科

サメダカラ

シポリダカラ

イポダカラ

ナシジダカラ

ハナピラタツフラ

カノコダカラ

スソムラサキタ労ラ

エダカラ

ヤナギミンポリタツ17ラ

ヤクシマダラウラ

神着

神着

阿古

阿古

阿古

神着･阿古.坪田

神着･阿古.坪田

伸着･阿古.坪田
I階.fW王１

ｅ

可
。

１
－ｅ ａ

１
ノ
ａ

と
）
Ｃ

ｌ
ノ

ら
）
ａ

～
ノ

ム
）ｎ

エ
ー
ノ
１
ノ
・
迦
血
い
旬
如
・
血

ｒ
ｎｕ

岫
麺
》
叩
．
》
汕
仁
句
叩

Ｊ
ｌ
Ｉ
ｅ

・率・亜岫
・
ｍ
Ａ
ｗ
伽
伽
ｕ
嘔
仁
肥
、
ｊ

「
上
ａ
ｓ

此
〒
し
・
工

ｅ・工〒し
Ｍ
加
川
訓
血
血
》
皿
》
ｍ

ｏ
Ｌ
ｉ
ｅ
Ｓ
ｒ
・
ュ
ａ
ｕ
Ｏ
ｊ
迦
皿
比

、
ｌ
～
舶
亟
・
１
ａ
‐
℃
Ｃ
ａ
ｂ
）
Ｓ
ｎ
１
－

刀
、
肥
ｔ
１
く
ノ
．
画
釧
ロ
欧
、
此
埴
蛇

ａ
ｒ
・
１
１
ノ
皿
、
釦
帥
・
ユ
ー
ノ
Ｌ
ａ
～
ノ
▽

・
工
ｐ
▲
・
工

例
、
血
串
、
Ⅲ
ｍ
如
虹
ね
ｌ
～
Ｏ
四
１
ノ

唖砒副皿批岫１回皿肛岫ｊ唖叫・亜蜘
Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｃ
・
ユ
ー
ｌ
ｒ
Ｌ
ａ
ｔ
ａ
ｒ
ｒ
ｏ
ｙ
ｏ

ａ
ａ
・
叩
帥
率
Ｓ
血
加
仁
亟
匝
叱
ｅ
柾
仁
印

》》岫仙畑汕仙麺畑幻町仙・》錘》舳
坦
１
，
Ｊ
し
ノ
１
．
１
．
１
〔
Ｄ
Ｊ
～
ｏ
ｌ
ｌ
ｒ
ｌ
〔
Ｄ
Ｓ
Ｊ
ｌ
ｒ
Ｊ
ｌ

Ｌ
・
ユ

ｒ
ｒ
ノ
ー
刀

辿
⑰
０
０
ｍ
比
Ｒ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
く
趾
且
帥
０

神着･伊ケ谷･阿古

７３．

７４．

７５．

７６。

ハチジヨウダヵラ

ウキダカラ

チーヤイロキヌタ

メダカラガイ

神着・阿古

阿古

jづW正［

神着･阿古.坪田

7７．

７８．

７９．

８０．

神着･阿古.坪田

神着･伊ケ谷.伊豆．
阿古･坪田阿古

神着･阿古.坪田

コモンダカラ

ハナマルユキ

ヒメホシダカラ

ホンキヌタ
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⑪

81.oypraea（Ponda）carneoﾕａＬｉｎｎｂｸﾁﾑﾗ牌揃う神着.阿古
82．Erosaria（Ravitroma）boivinii（Kiener）ﾁﾁｶｹﾅﾝｼﾞ揃う神着.阿古

Super2amilyTonnaoeaヤツシロガイ超科

Ｆａｍｉ１ｙＣａｓｓｉｄｉｄａｅ トウカムリ科

⑤

Oasmariaerinaceus（Linne）
0．ｃｅｒｍｃａ（Sowerby）
oassiscornuta（Linnb）

８３．

８４。
８５。

ヒナヅル

レンジヤクガイ

トウカムリ

阿古

阿古

伊豆大久保浜

⑨

フジツガイ科FaIni1yCyInatiidae

ApoUonpusiUus（Broderip）
Oymatium（Monopｴex）echoKurodaetHabe
O。（Septa）aquatile（Reeve）
0．（Septa）nicobariculn（Ｍｄing）
Distorsioanus（Linnb）
Doreticu1ata（R8ding）
Oharoniatritonis（Linnb）
０．sau1iae（Reeve）

８６．

８７．

８８．

８９．

９０．

９１。

９２．

９３。

神着

神着

神着

神着．阿古

阿古

坪田

伸着

阿古

一
フ
ー
フ

ー
フ

ラ
ラ
ボ
ポ

ポ
ポ
ラ
ポ
ド
ポ
ラ
イ
ウ

ザ
ポ
マ
カ
イ
ポ
ガ
ニ

サ
コ
ッ
ッ
マ
ポ
ラ
ウ

イ
カ
サ
ミ
ッ
イ
ホ
ポ

FａｌｎｉｌｙＢａｒｓｉｄａｅ オキニシ科

Bursa（ColubreUina）comcugata（PerⅣ）
B・（Lampadopsis）cruentata（Sowerby）
B・（L,）rhodostoma（Beck）
B，（Bursa）Ｍ,omina（Gmelin）
B。（B､）manlmata（R8dmg）
B・ｂｕＥｏ（R8bing）

Ｃ
Ｏ
●
●
●
●

ノハ『，戸島‐）／」、）［７，．（〆〕（》〉／
（ｕ『／（ｕマン（ｕ『／（ｕ▽／〔ｕ▽／（ｕマン

神着･阿古.坪田

神着･阿古

神着･阿古

イワカワウネポラ

シワオキニシ

オハグロオキニシ

オキニシオキニシ 神着･伊ケ谷･阿古.坪田

クチムラサキオキニン坪田

オオナルトポラ坪田

OrderNEOGASTROPODA新腹足目

（Stenogmssa）（狭舌類）

Super2aJniユｙＭｕｒｉｏａｃｅａアツキガイ超科

Ｅ１ａｎｌｉﾕｙＭｕｒｉｏｉｄａｅ アツキガイ科
〔夢

１

１
Ｓ
ｊ

ｊ
ｐ
ｏ
ｙ

ｙ
・
１
１
ｂ

ｒ
１
ｊ
ｒ
Ｃ
ｒ

ｒ
ｙ
ｅ
ｅ
ｕ
ｅ

ｅ
ｂ
１
ｄ
Ｄ
Ｗ

Ｐ
刀
工
○
く
Ｃ

ａ
く
ｅ
・
１
ｒ
ｓ

ｄｏ
ａ
”
ｍ
⑮
如
く

ｒ
Ｃ
ｓ
・
可
一
ａ
ａ

ｕ
・
１
く
ａ
ａ
１
ｔ

Ｋ
１
ｍ
ａ
血
Ⅲ
吐
血
皿

辨巫》巫匝叫亟脚》
土
く
ｖ
ｉ
ｌ
ｒ
１
．
１

ｓ
ａ
ｅ
・
工
Ｃ
ａ
ａ
Ｏ

亜
肌
此
吐
血
．
哩
哩
山
肌

則
、
四
・
型
・
率
ｍ
ｍ
ｕ
ｒ
ｊ

ｒ
ｕ
ｏ
ｔ
ｒ
ａ
ａ
○
・

の
柾
皿
亟
仙
．
皿
．
辺
伽
伽

；
一
Ｗ
ｂ
ｏ
Ｏ

ｈ
。
Ｃ
ａ
・
五
万
。
。

Ｏ
０
Ｈ
Ｆ
Ｆ
０
０
０
０

１００．

１０１．

１０２．

１０３.

１０４．

，５．

１０６．

１０７．

１０８。

神着･阿古.坪田

神着･伊ケ谷
神着･阿古･坪田

伸着

坪田

神着卜

神着

坪田

坪田

オニサザエ

ガンゼキポラ

イチヨウガイ

ヒシヨウラク

モリヨゾキヨウラク

ウニレイシダマシ

ウネレイシクドマシ

レインダマシ

コＷシターシ
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◆

109.0。（Ⅲ｡）cavernosa（Reeve）
ﾕｴOoDrupa（Moru1a）borea1is（Pilsbry）
ＵｌｏＤ．（Drupa）rioina（Linnb）
112.,。（､.）a1bolabris（BﾕainviUe）
ﾕｴ3．Nassa2rancolmus（Bruguibre）
]LL4．Purpurapananla（Ｍｄing）
ﾕｴ5．Ｐ．（ManoineUa）mancinena（Linnb）
116。Ｐ・（Ⅲ｡）ユuteostoma（Ho1ten）
Ｕ７ｏＰ。（M､）c1avigeraMster
U8oP．（Pinaxia）citrina（Kuroda）
Ｕ９．Ｐ・ｓｉｒｏ（Kuroda）
120．Ergalataxoontractus（Reeve）

キナフレイシ旅シ神着

ハチジヨウﾚｲｼ旅シ神着ｂ坪田

キマダライガﾚｲｼ伊ケ谷．坪田

シロイガレイシ神着･伊豆･伊ケ谷.坪田
ハナワレイシ神着・阿古
テツポラ 神着･阿古･坪田
キナレイシ 神着･伊豆･阿古.坪田
クリフレイシ神着･伊豆･阿古.坪田
イポニシ

ミカンレイシ

シロレイシ

ヒメヨウラク

坪田

坪田・伊豆

坪田･伊豆･阿古
坪田

FanliﾕｙＣｏｒａｎｉｏｐｈｉ１ｉｄａｅ サンゴヤドリ科

vio1acea（Kiener）
(Rewe）
Ｋｉｒａ

l2L

ｴ２２．

１２３．

OoraUiophi1a
O･squalnu1osa

Oopyrif､ormｉｓ

ｸﾁﾑﾗｻｷサンコニヤドリ神着・阿古
シワトヨッガイ坪田

トヨツガイ坪田

Superf､alni1yBucoinaoeaエゾパイ超科

ＦａｍｉｌｙＣｏｴumbeUidaeプトコロガイ科

濟
別
ロ

ガ
イ

》
州
羊
科
ニ
ワ

ピ
シ
ガ

ナ
ン

ニ
弘
料
対
亟
悼
ポ
イ
ソ
イ

ム
マ
ポ
シ
ク
フ
イ
バ
イ
ク

Ⅳ
、
、
印
岫
剛

曲
皿
、
１
ｍ
ｍ
ノ
ー

皿
価
町
川
皿
》
町

、
ノ
ノ
Ｉ
ｅ
ノ
ー
ｕ
ｒ
ｅ

ｅ
ｅ
ｙ
ａ
Ｗ

血
率
⑪
鋤
加
伽
仕
山
々
、
ノ
ノ
ー

卿
飢
岼
伽
，
拠
郵
匹
皿
皿
・
》
率

》』》》》》》』Ｆｈｓ ｍ
ｍ

ｍ皿
七
丑
Ｓ
ｅ
ｅ
ａ
Ｓ

ｅ
Ｓ
・
１
．
１
Ｓ
Ｓ
ｏ
ｒ

的
蛇
肚
ｍ
ｍ
ｍ
ｕ
祀

珈
Ｒ
ｌ
肱
Ｌ
Ａ
剛
且

124.

125。
坪田

補着・坪田

126.

エ27.

128.

129.

130。

神着･阿古.坪田
神着

坪田

神着・坪田

坪田

131。

132。
神着・坪田

伸着．伊豆

ＦａｍｉｌｙＮａｓｓａｒｉｉｄａｅ ムシロガイ科

ｪ33.mritia（Reticunassa）hiradoensis ウネムシロ 神着・坪田
（Pilsbry）

Ⅱ

Falniｴｙｎａｓｃｉｏ１ａｒｉｉｄａｅイトマキポラ科

Latirus（Benimakia）rhodostolna
Pemsternianassatu1a（Lamarck）
LａｔｉｒｕｓｎａｇａｓａｋｉｅｎｓｉｓＳｍｉｔｈ

１３４．

，５．

１３６。

(Dunker）ベニマキ
ムラサキッノマタモド&キ

ナガサナキニシキニナ

神着

神着･阿古.坪田

神着･伊ケ谷.坪田
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L・（Latiruｴus）turritus（Gine1in）
meuropﾕocatrapeziumandouini（Jonas）
Ｐ・glabraDunker

Fusinusnicobaricus（Lamarck）

ﾕ37.

138.

139.

ｴﾑ０。

神着

神着・阿古・坪田

スジグロニシキニナ

ヒメイトマキオミラ

ッノキガイ

チトセポラ

神着

坪田
勺

ＳｕｐｅｒＥａｍｉ１ｙＶｏｌｕｔａｏｅａ

Ｆａｍｉ１ｙＭｉｔｒｉｄａｅ

Ｓｕｂｆ､ami1yVexiUinae

Pusiaparda1isconsanguinea（Reeve）
Popatriarcha1is（GIne1in）
Poporphyretica（Reeve）
Ediscolaria（Reeve）

ヒタチオビ超科

チヨウセンフデ科｡

ミノムシガイ亜科

Ｃ
Ｏ
ｃ
ｃ

一‐－－（／』（ぺ，〉，ノハ『
’〃ハ『．，ノハ一．，ノハー．，ノハー，
｜
‐
‐
｛
『
‐
‐
一
『
‐
‐
一
『
‐
‐
一

一
プ
ー
プ

ー
プ
フ
フ

フ
メ
メ

メ
ト
ト
メ

辨一砺計
ミ
ク
ソ
シ

着
古
着
着

神
阿
神
補

SｕｂＥａｍｉ１ｙＭｉｔｒｉｎａｅ チヨウセンフデ亜科

l45oMitra（Strigatel1a）１itterataLamarck
L46oM．（ｓｏ）retusaLamarck

ミダレシ`マヤタテ

オオシマヤタテ

着
着
神
神

Ｓｕｐｅｒｒａｌｎｉ１ｙＯｏｎａｃｅａ

（Toxog1ossa）

FalniユｙＴｕｒｒｉｄａｅ

イモガイ超科

（矢舌類）

ハナヤカクダマキガイ科

147.Turiss（Xenu1oturris）
cingu1iでera（Lamarck）

ﾕﾑ8.Turridrupabijubato（Reeve）
エム9.ncincta（Lamarok）

シヤジククダﾏキ伊ケ谷

クロイトマギ､ラプトＷジク神着

イトマキハラブｈﾝﾔジク神着

FａｎｌｉｌｙＯｏｎｉｄａｅ イモガイ科

ム
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叱
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～
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Ｓ
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ｎ
．
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Ｒ
ｍ
ｕ
ｍ
０
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Ｓ
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Ｗ
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血
，
ｅ
哩
亜
卿
川

引
ｗ
ｒ
Ｎ
引
可
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．
、
、
殖
、
叩
、
趾
、

、
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Ｓ
ｌ
ノ
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ノ
ー
ノ
ー
ノ
〒
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ｎ
１
ノ
Ｓ
ｃ

・
ユ
ｅ

ｕ

巫
血
血
・
郵
川
川
蝉
呼
串
加
川
山
叩

工
、
、
ｒ
ｕ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
・
ユ
ａ
○
・
一
ｌ
ｌ
ｍ

ｒ
ａ
ｒ
ｓ
ｏ
Ｏ
ｏ
ｏ
１
－
ｐ
と
ｏ
ｖ

Ⅵ
Ｏ
Ⅵ
、
灯
・
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
Ｏ
・
理
工
皿

Ｊ
１
～
ノ
ノ
ー
ー
ノ
ｅ
ｕ
Ｏ
・
ユ
ー
ノ
１
ノ
ｒ
１
ノ
「
ｑ

Ｓ
Ⅵ
Ｓ
Ⅵ
伽
、
Ⅲ
血
凡
凡
Ⅶ
Ⅵ
、

、
）
〔
し
〔
Ｕ
〔
し
〔
Ｕ
〔
Ｕ
ｎ
〉
〔
し
〔
し
〔
し
〔
し
〔
し
〔
ｕ

、
ノ
ー
ｍ
ｌ
ｌ
ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｊ
ｌ
Ｊ
～
ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｒ
１
Ｊ
ｌ
‐
Ｕ

Ｏ
。
○
。
。
。
。
。
。
。
。
・
ａ
ｓ

150．

ユ５１．

１５２．

１５３．

１５４．

ユ５５．

１５６.
ﾕ57.

158.

159．

ﾕ６０.

ｪ6ェ．

1６２．

マダライモ

コマダライモ

サヤガタイモ

ガクフイモ

ペツコウイモガイ

サラサモドキ

ヤキイモ

カパミナシ

ヤナギシポリイモ

サラサミナシ

キヌカツギ

イポンマイモ

ムラヒサーキアンポィナ

坪田つ

阿古・坪田

神着・坪田

坪田

補蘆f･ljiW古

神着・阿古

阿古

神着・阿古

阿古・坪田

伊ケ谷

夢

神着･伊ケ谷･阿古

神着･伊ケ谷･坪田
阿古
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Darioconustextilis（Linne）
､．（Regiconus）au1icus（Linnb）
ⅥｒｒｏｃｏｎｕｓｃｅｙｌｏｎｅｎｓｉｓＢｒｕｇ

163.

164.
165。

神着・坪田

坪田

神着･阿古･坪田

タガヤサンミナシ

ツポイモ

セイロンイモ

直神経亜綱

直肺目

基眼亜目

カラマツガイ超科

カラマツガイ科

ＳｕｂｃｌａｓｓＥＵＴＨＮＥＵＭ

ＯｒｄｅｒＰＵＬＭＯＮＡｍＡ

SuborderBASOMMATOPHORA

Supe㎡anlilySiphonariaoea

FalniユｙＳｉｐｈｏｎａｒｉｉｄａｅ

166．Siphonariajapomca（Donovan）
１６７．ｓ･siriusPilsbry

カラマッガイ

キクノハナカヅイ

坪田

坪田

後魚恩目ＯｒｄｅｒＯＰエSTHOBRANCHｴＡ

ＳｕｂｏｒｄｅｒＯＥＰＨＡＬＡＳＰｍ]巴Ａ

ｒａｍｉ工ｙＢｕｌｌｉｄａｅ

ｌ６８･BuUavernioosaGould

Superi・ａｍｉｌｙＣａｖｏｌｉｎａｃｅａ

（Pteropoda；Thecosomata）

ＦａｍｉｌｙＣａｖｏｌｉｎｉｄａｅ

頭楯亜目

ナツメガイ科

ナツメガイ阿古

カメガイ超科

（翼足ﾌﾄﾞ諏設類）

カメガイ科

１６９．

１７０．

ｒ７１．

ｴ７２．

１７３．

］７４．

１７５．

１７６。

、
ｎ

、
ｅ

Ｃ

「
Ｌ

ｒ
ｌ
ノ
「
上

ｌ
ノ
バ
〕

曰
）
・
工

ｅ
耐
Ｍ

ｎ
、

「
上
ノ
ー

地
・
ユ
ー
ノ

「
上

・
工
Ｓ

Ｉ
Ｉ
ａ
ｅ

「
Ｌ
ｎ
ｌ
ノ
、
。
、

雌
山
の
血
刈
１
皿
山

・
工
ｅ
ａ
Ｊ
ｌ
・
工
ｖ
Ｊ
〔
、
ｅ

肌
唖
〆
旺
叩
眈
岫
訓
亟

伽
叫
叩
皿
仙
釧
姐
、

・
１
〔
し
・
工
ｅ
Ｓ
Ｓ
「
Ｌ

ｍ
ａ
社
‐
Ｕ
函
、
、
匹

江
・
ｍ
ａ
ｍ
ｍ
加
・
印
、

ｐ
▲
ｒ
・
工
・
工
１
，
ｏ
ｎ
『
Ｌ

ｅ
ｒ
「
上
・
工
『
上
Ｃ
ｏ

ｏ
・
工
Ｃ
Ｏ
斤
己
〔
ご
「
上
Ｃ

・
工
ｖ
ａ
ｖ

「
上
ｕ
・
工
ａ
。
・
・
。

〔
し
〔
し
（
Ｕ
、
〕
〔
し
〔
し
〔
し
〔
し

ウキビシガイ

ウキヅッガイ

ヒラカメガイ

カメガイ

シロカメガイ

マルカメガイ

ササノツユ

ッポウギヅッ

坪田

坪田

坪田

神着・坪田

坪田

坪田

神着・坪田

神着・坪田

ＳｕｐｏｒｄｅｒＮＵｍＢＲＡＮＯｍＡ

ＳｕｐｅｒＥａｍｉｌｙＵｍｂｒａｃｕ]Ｌａｃｅａ

ＦａｍｉｌｙＵｍｂｒａｃｕ１ｉｄａｅ

１７７・Umbraculumumbracu1um（Humphrey）

裸鯛亜目

ヒトエカイ超科

ヒトエガイ科

ヒトエガイ坪田
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Ｃ１ａｓｓＰＥＬＥＯＹＰＯＤＡ

(Lameｴﾕibranchia；Biva1via）

ＳｕｂｏｌａｓｓＰｍＯＮＯＤＥＳＭＭｍＡ

ＯｒｄｅｒＦ工Ｌ工BRANCH工Ａ

（Taxodonta）

ＦａｍｉｌｙＡｒｃｉｄａｅ

澪足綱

（弁鯛類双殻類）

原靱帯亜綱

絲鯛目

■■

③

(多歯類）

フネガイ科

Barbatia1ima（Reeve）
B・（Ustularoa）bioolorata（DiUwyn）
B・（Sal7ignyarca）obtusoides（Nyst）

178.

179.

180。

伊豆･坪田一阿古

神着・坪田

神着･阿古･坪田

エガイ

ベニエガイ

カリガネエガイ

ＯｒｄｅｒＰＳＨＵＤＯＬＭｌＥＬＬ工ＢＲＡＮＣＨ工Ａ

Ｓｕｐｅｒｆ､ａｍｉユｙＰｔｅｒｉａｃｅａ

ＦａｌｎｉユｙＰｔｅｒｉｉｄａｅ

擬弁鯛目

ウグイスガイ超科

ウグイスガイ科

１８１．Pinctadamargariti2eraLinnb
182、Ｐ、maculata（Gould）

クロチヨウガイ

ミドリアオリガイ

坪田

坪田

Ｆａｍｉ１ｙ工ｓｏｇｎｏｍｏｎｉｄａｅ

ﾕ83．エsognomonlegumen（Gme1in）

Ｓｕｐｅｒｆ､ａＩｎｉｌｙＰｅｃｔｉｎａｃｅａ

ＦａＩｎｉユｙＰｅｃｔｉｎｉｄａｅ

シユモクアオリブ豚科

シロアオリガイ

イタヤガイ超科

イタヤガイ科

坪田

Ch1aInysirregularis（Sowerby）
Coschlneltzi（Kobe1t）
Ｏｏｎｉｐｐｏｎｅｎｓｉｓｋｕｒｏｄａ

Ｓｐｏｎｄｙ１ｕｓｏｒｕｅｎｔｕｓＬｉｓｃｈｋｅ

l８４．

１８５．

１８６．

１８７。

ナデシコガイ

ヤガスリヒヨク

アズマニシキ

チリポタン

神着・阿古

坪田

阿古

坪田

キガ

科
科
キ
ロ

超
キ
ガ
グ

耕
紛
一
れ

夕
タ

イ
イ

ＳｕｐｅｒＥａｌｎｉ１ｙＯｓｔｒｅａｃｅａ

Ｆａｍｉ１ｙＯｓｔｒｅｉｄａｅ

唖

188．Ostrea（Saxostrea）chemnitziHanley
ｴ89.0．（Ｓ､）mordaxGould

坪田
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ＯｒｄｅｒＰＡＲＡｎｎＢＲＡＮＣＨ工Ａ 擬絲鯛目

（Anomiacea）

ＦａｍｉｌｙＡｎｏｍｉｉｄａｅ ナミマガシワ科

190．AnomialisollkeiDautzenberg＆Ｆｉｓｃｈｅｒ ナミマガシワ 坪田

ＯｒｄｅｒエＳＯｍＬ工BRANCmA

（Dysodonta）
ＦａＪｎｉ１ｙＭｙｔｉｌｉｄａｅ

等絲鯛目

（弱歯類）

イガイ科

191.

１９２。
Modiolusnﾕpponﾕcus（Oyama）ヒパリガイ
VblseUa（Modiolatus）Ｇ１｡ngata
（Swainson）（波部ルヤガラ
SeptiEerbilocularis（Linnb）ｸｼﾞﾔｸｶY
Muscuﾕuｓ（Modio1arca）neglectusKurodaチビ：ﾀﾏｴｶ:イ

神着・伊豆

(波部ルヤガラス 神着

神着

坪田

193.

194。

ＳｕｐｅｒｒａｌｎｉエｙＣａｒｄｉｔａｃｅａ

Ｆａｌｎｉ１ｙＣａｒｄｉｔｉｄａｅ

195．CarditaleanaDunker

Superi､aｎｌｉｌｙＯｈａｎｌａｏｅａ

ＦａｌｎｉｌｙＯｈａｍｉｄａｅ

トマヤ垪超科

トマヤガイ科

トマヤガイ

キクザル超科

キクザル科

伊ケ谷･阿古･坪田

ｴ９６．OhalnadunkriLisohke

１９７．０．alnbiguaLisollke
ケイトウガイ

ヒトエギク

神着･阿古･坪田

坪田

Superfbami工ｙＶｅｎｅｒａｏｅａ

ＦａｍｉｌｙＶｅｎｅｒｉｄａｅ

-つﾚｽﾀﾞﾚｶﾞｲ超科

マルスダレガイ科

198。

］９９．

２００．

２０１．

２０２。

Ga2rariumdisper（Dinwyn）
ＶＣｎｕｓｔｏｒｅｕｍａＧｏｕｌｄ

Ｐｅｒｉｇ１ｙｐｔａｒeticu1ata（Linnb）
VGnustereuma（Gou1d）
Tapes（Amygdala）variegata（Sowerby）

謝謝》》司
刈
コ
ラ
座
メ

ヒ
シ
ア
マ
ヒ

阿古・坪田

神着・坪田

伊ケ谷

坪田

伊ケ谷・坪田

Ｓｕｂｏ１ａｓｓＯＰ工ＳＴＨＯＢＲＡＮＯＨ工Ａ

ＯｒｄｅｒＡＮＡＳＨＤｍ

Ｆａｍｉ１ｙAp1ysiidae

後鯛亜綱

無楯目

アメフラシ科

2０３．

２０４．

２０５．

Ａｐ１ｙｓｉａｏｏｕｌｉｒｅｒａＡ。＆・Ｒ
Ａ・ＫｕｒｏｄａｉＢＡＢＡ

Ａ・ｄａｏｔｙｌｏｍｅｌａＲＡＮＧ

ミドリアメフラシ

ァメフラシ

ジヤノメアメフラシ

坪田・神着

坪田

伊豆大久保浜
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206．DolabenaauriculanaSOLANDER

ｍａｓｓＣＥＰＨＡＬＯＰＯＤＡ

ＳｕｂｃｌａｓｓＤ工ＢＲＡＮＣＨ工Ａ

ＯｒｄｅｒＤＥＣＡＰＯＤＡ

Ｓｕｐｅ㎡anli1yLOLm工NACEA

FalniﾕｙＬｏ１ｉｇｉｎｉｄａｅ

坪田タツナミガイ

頭足jWm

二鯛亜目

十腕目

ヤリイカ超科

、

ユ

ヤリイカ科

207．Doryteuthisb1eekeriKEFERSTmN

208oSepiotouthis1essonmnaLESSON
●

ヤリイカ

アホリイカ

坪田・神着

坪田・阿古

OｒｄｅｒＯＣＴＯＰＯＤＡ 八腕目

タコプネ超科

タコブネ科

Ｓｕｐｅｒ２ａｌｎｉｌｙＡＲＧＯＮＡＵＴＡＣＥＡ

ＦａｌｎｉｌｙＡｒｇｏｎａｕｔｉｄａｅ

タコブネ

チヂミタコブネ

アオイガイ

伊豆大久保浜

伊豆大久保浜
坪田

209.

2,.

211

ＡｒｇｏｎａｕｔａｈｉａｎｓＳＯＬＡｍ)ER

A・boettgeriVALTZAN
A･ａｒｇｏｕＮＮＢ

Ｐ

ひ
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②

（

三宅島の魚類相

三宅島は伊豆七島のほぼ中央にあり、年平均の7k温は２２５Jｏとかなり高水温帯に位置し

ている。したがって、この島の魚類相は、生物地理学とまことに興味深い。また、この掘或か

ら生産される魚類資源はかなり多く、ここに潜在する未開発資源の量はｖわれわれが想像する

以上に大きいと考えられる。

この魚種別資源量を知ることは、今後の水産開発上重要な課題であろう。たとえば、過去に

どのような魚類がどの位生産されたかなどを知ることは、この島周辺の魚種別資源量を知る一

つの目安になるのではないかと思われる。

このような観点から今回の三宅島水産開発調査で、各種漁業の試験操業や各漁業協同組合で

水揚げされた魚類、およびわれわれの潜水観察によって得られた魚類などについて、不完全で

はあるがここに２か年間の成果として魚類目録を作製し、あわせて累年魚種別水揚高について

若干の検討を加えて見た。これによって今後の島しょ謂発の指針となれば幸いである。

の

,｡

魚類目録

この目録は松原（１９５２）の「日本産魚類検索」によって学名と記載の順序を統一した。

三宅島産の同定できた魚類を整理した結果、６５科１２２種を得た。これらのうち、サバ科

がもっとも多く１１種・アジ科９種・フエダイ科８種・トビウオ科・ベラ科各７種で、その他

の科は４～１種であった。

実際にはもつと多数の魚種がせい息していることは明らかであるが、残念ながら潜水などで

観察しても手にとって魚橦を同定できない場合が多いので、本目録に記載できない魚類も多数

あると思われるので今後、（いそ）採集や長期間０)滞在により、多くの魚類を採捕し究明する

考えである。

分布上特橦な魚類

②

日本産の魚類の分布については田中（１９２１）の詳細な報告があるが残念なことに伊豆七島

については除外されている。

当場において１９５１年に大`島近海麓魚類２２種を中間発表した後、さらに採集を続け目録を

作成中であるが、発表の機会にいたっていない今回の三宅島の魚類目録には大島と共通橇が

多いが、その量的な問題はかなり相異点がある。これらの点については後に報告するが、分布

;群
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上特橦な魚類について２．５のぺる。

アミメミノカエノレウオＯ１ｒｒｉ１ｏｅｏＣｕｓｓｅｂａｅ（ＯＢ＆ＶＢ）は青柳兵司（１９５５）

によって琉球列島の宮古島・石垣島より初めて採集記録された。従来、アン讃イナ・ハワイ・

サモア等の南方諸島に分布していたもので本邦からは未記録である。

本種は筆者等の調査で既に八丈島から採集され、今回三宅島伊豆からも採集された。従って

伊豆諸島の南部にはまれではあるが分布しているものと思われる。

アマシイラＬｕｖａｒｕｓｉｍｃｅｒエａＵｓＲａｎｎｅｓｑＵｅが１９６１犀５月三宅島阿古・

錆が浜に１尾漂着した。もちろん、土地の人はこの魚種についてはわからず、偶然在島してい

た筆者らの１人が魚屋に引取られた魚体を見てアマシイラと同定したものである。阿古漁協の

某氏によれば数建前にも１尾漁獲されたことがある由である。

本種はZIL熱帯性魚類で広く大洋に分布しているが、日本における漁獲記録は少なくて、筆者

らの知る限りではこの三宅島のものが９尾目に当る。この漁獲記録のうち、５尾は伊豆諸島か

ら記録されており、加えて近年その漁獲尾数が増加していることは、黒潮勢力の増大による高

水温と関係があるものと推定されるので別の機会に検討を試みたい。

沿岸性魚類と見なされる種類にイシダイＯｐ工eｇｎａＤｈｕｓＣｕｎｃｔａｔｕｓ（Ｔ，８Ｇｓ）．

マダイＯｈｒｙｓｏｐｎｒｙｓｍａＪｏｔ（Ｔ、８０．８）がある。イシダイ・マダイは伊豆七島で

は三宅島まで分布しており、八丈島には分布していない。この事実は沿岸水が伊豆七島におよ

ぼす範囲を示すもので、このうちにとくにイシダイは生育途上の稚魚期を流れ（も）などによ

って浮遊主活をするので、本邦沿岸を流れる海（藻）類によって分布が制約されているといえ

よう。

マダイについて在島漁業者の話ではまったく漁獲したことがない由であるが、最近当場試験

船によって漁痩確認された。

ウナギＡｎｇｕ工ＵａＪａｐｏｎユＣａ（'Ｅ８Ｃ、８．)は大路池．新i露地などカルデラ湖があるに

かかわらず分布していないが、阿古・錆が浜の漁港建設に伴い岩磐肖llくつ個所の（ゆう）水

地帯から数多く漁獲されている。本種について松井（１９５２）が「遠山（１９５７）によると八

丈島、三宅島に分布」と記載しているが、遠山（１９５７）の原書には八丈島・三宅島に分布

していることはふれていない。

水産上重要魚類の水楊高

昭和２５年から同５５年までの１５年間、三宅島の漁鰯流計にあらわれた魚種別漁獲量の累
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年変化を表Ｉに、近年５ケ月の月利漁獲量を表Ⅱ～Ⅳに示した。最も重要な魚槙は、カシオ．

ムロアジ・トビウオ類の回遊'陸魚類で占められている。また、その他の魚類でもブリ．ソーダ

カツオ・マグロ類（キハダ・メジ）などの広く回遊する魚類とタカベ・シマアブ等の狭い回遊

をする機魚類が量的にも多く、定着,性の底魚類ヒュメダイ．アオダイ．ハマダイ．メダイ．クロ

ムツ等は多量に（せい）息していて、三宅島で漁獲され、統計面にでるようになったのは２８

年以降である。また、定着'性の（いそ）魚漁場ではアカハタが最も多く、その他ハタ類や、ニ

ザダイ・メジナ類・ベラ類（プダイ）・ウツボなどが多い。今後、各種漁業の発達によって水

傷魚類が増加するのは当然であろうが、統計面に出現する魚種は２０種で（せい）息回遊する

魚類相の豊富なのに比ぺて貧弱である。このことは、三宅,島の特Ｉ性（自然的．地理的．社会的．

経済的）であるといえよう。これを昭和５５年～５５隼度（５か年）に水揚げされた魚種別．

漁獲量を平均して、その割合を百分率（９６）で示すと表Ｖの様に、浮魚が９８．７％と大部分を

占め、底魚は1.5％ときん少である。これ等、重要魚種について若干の考察を加えると次のよ

うである。

浮魚については、黒潮流軸や流量の変化によってトビウオ・カツオ・マグロ．ムロアジ類が

相当量、本島周辺の海域に集中する。

たとえば、カツオを例にとれば、三宅近海（５４～５５．Ｎ）に出現して漁瘻される内地漁船

の水揚量は、７０～９０万貢（２９～５０隼度）で、これに比べてカツオ水揚量は、最も多く

水揚げされた昭和２５年で1.2万賃である。また、ハルトビウオ（ハマトピウオ）について見

ると、式根・神津島から出漁して本島周辺で漁獲した水揚量は１０４万尾、三宅漁船が９５万

尾、計２１０万尾が漁j蔓されている（５６年）。したがって、この海域に来遊する回遊漁類の

資源量はかなり大きいことが想像される,、また、底魚についても三宅周辺(､大|笙棚の（がい）

部は広大であるが、周隼、潮流が早く、また、漁場の探索が充分でないので、（せい）息量の

推定は不可能であるがおそらく底魚類の未開拓漁場は多数存在するものと推定される。その他

市場価格の高い魚ではシマアジ・タカベ等は狭い回遊をする魚類である。いずれも本島周辺漁

場は開発次第でなを豊'冨な魚橦と水揚げが期待される。

母

②

②

引用文献

１９５７：小笠原都島近海生物について、東京都小笠原支庁

１９４８～１９６０：東京都(D水産、昭和２５年度～d召和５５年度

1遠山宜雄

２東京都
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東京都経済局水産課

１９５２：日本産鰻の形態．生態ならびに養成に関する研究

農林省、水溝研究報告、２（２）

１９５５：三宅島の水産、三宅支庁

１９５４：大島近海の魚類について、東水試出版物通刊８２号

１９５５：琉球列島産珊瑚礁魚類の研究Ｘギンポ科（２）

動雑、６４（３）

１９５５：魚類の形態と検索、石崎書店

島百合子１９５６：小笠原諸島一伊豆諸島の重要食用魚類の

数種について－１オオヒメ（新称）「東海区水研研究報
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gＰ

宅島産角．類目録

シユモクザメ科ＦａｍｉｌｙＳｐｈｙｒｎｉｄａｅ

１．Sphyrnazygaena（Linnb）

FanlilyOaroharhinidae

２。G1yphisglaucus（Linnb）

ＦａｊｎｉユｙＳｑｕａｌｉｄａｅ

３.Squa1usmitsukujiiJ。＆Ｈ・

ＦａｎｌｉｌｙＤａｓｙａｔｉｄａｅ

４．Uro1ophusaurantiacusM．＆Ｈｏ

Ｅ１ａｌｎｉ１ｙＥｎｇｒａｕｌｉｄａｅ

５．Engraulisjaponica（HOUmUYN）

ＦａｍｎｙＭｙｃｔｏｐｈｉｄａｅ

６．MyctophumaHine（LimKmJ）

Falni1yAnguil1idae

７．AnguiUajaponicaT．＆Ｓｏ

ＦａｌｎｉユｙＯｐｈｉｏｈｔｈｉｄａｅ

８．MyriohLthysakiTANAKA

FalnilyMurａｅｎｉｄａｅ

９．MuraenapardalisT．＆Ｓ･

ｴOoGynlnothoraxKidako（T・＆Ｓ）

FalniユｙＳｃｏｍｂｒｅｓｏｃｉｄａｅ

ｌｌｏＣｏ１ｏ１ａbissaira（BmVCORT）

FaIniﾕｙＨｅｍｉｒａＪｎｐｈｉｄａｅ

曇
シユモクザメ

メジロザメ科
、

ヨシキリザメ

ツノザメ科

ツノザメ

アカエイ科

ヒラタエイ

カタクチイワシ科

カタクチイワシ

ハダカイワシ科

ススキハダカ

ウナギ

ウミヘビ科

ゴイシウミヘピ

ウツボ科

トラウツポ

②

ウツボ

サンマ科

サンマ

サヨリ科

ｴ2．Euleptorlﾕalnphus1ongirostris（OUVmR） ﾄオザヨリ

－２５－



Fａｍｉ１ｙＥＸｏｏｏｅｔｉｄａｅ トビウオ科

●
。
●
●
●
●
●

（く‐）‐ノハヰ〆（ｊ》／」、）［７‐句〔）（ｕ『／
「
‐
一
『
－
－
－
‐
‐
一
『
１
－
『
ｌ
一
「
‐
一
「
‐
一

Parexocoetusbachypterus（IUchar〔
Exocoetusobtusirostris（Gunther

Cypseluruspoecnopterus（０.＆Ｖ､）
0．japomous（Franz）
０．atrisighnisJenkins

Hirundichthysoxycepha1us（B1eek（
Prognichthysagoo（T、＆Ｓ､）

(Lii:鵬1亀｡､） ツマリトピウオ

ハゴロモトピウオ

アヤトピウオ

ハマトピウオ

アヵトピ

ホソアオトピ

トビウオ（ホントピ）

(B1eeker）

FaIni1yAuユｏｓｔｏｍｉｄａｅ

２０．Aulostomuschinensis（Linnb）

ＦａｍｉｌｙＦｉｓｔｕｌａｒｉｉｄａｅ

２ユ．ｍｓｔｕ１ａｒｉａｖｉｌユｏｓａＫユunzinger

E1alniﾕｙＭａｏｒｏｒｌ１ａｌｎｐｈｏｓｉｄａｅ

２２．Macrorhalnphosusscolopax（Linne）

ＦａｌｎｉｌｙＨｏ１ｏｏｅｎｔｒｉｄａｅ

２３．Myripristismurdjan（Forska1）

FalnilyAtherinidae

ja4・AtherioneｴylnusJ．＆Ｓ、

Ｆａｌｎｉ１ｙＭｕｇｉＵｄａｅ

２５．Lizalnacro1epis（AnbrewSmith）

FalnnySphyraenidae

j26oSphyraenajaponioaOo＆Ｖｏ

Ｆａｍｉ１ｙＳｃｏｍｂｒｉｄａｅ

２７・munnusa1a1unga（Bonnaterre）
28．Parathunnusobesus（Lowe）
29．Neothunnusa1bacora（Lowe）
30．Sardaorienta1is（T、＆Ｓ､）
31.Gymnosardaunicoﾕoｒ（MppeU）
３２．EuthynnusaHinisyaitoKishinouye
33．Katsuwonuspeｴamis（Linnb）
34．Auxisthazard（Lac6p6de）

ヘラヤガラ科

へラヤガラ

ヤガラ科

アオヤガラ

サギフエ科

サギフエ

イットウダイ科

アヵマッヵサ

トウゴロウイ,ﾜﾐﾝ科

ムギイワシ

ポラ科

コポラ（テニヂクメナダ）

カマス科

ヤマトカマス

サパ科

ビンナガ

メパチ

キハダ

ハガツオ（キツネガツオ）
イソマグロ

スマ.（ヤイト）
カツオ

ヒラソウダ

－２６－
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Ｆ
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Ｊ
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／
〔
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Ａｕｘｉｓｔａｐｅｉｎｏｓｏｍａｍｅｅｋｅｒ

Ｓｃｏｍｂｅｒｔａｐｅｉｎｏｏｅｐｌ１ａ１ｕｓＢ１ｅｅｋｅｒ
ScomberomoruSniphonius（０。＆Ｖ､）

マルソウダ

ゴマサベ（マルサパ）

サヮラ

マカジキ科Fａｌｎｉ１ｙＨｉｓｔｉｏｐｈｏｒｉｄａｅ角

Makairamitsukurii（』。＆Ｓ､）
M・mazara（』。＆ｓｏ）
Histiophorusorientalis（T、＆ｓｏ）

３８．

３９．

４０。

マヵジキ

クロカジキ（

パシヨウカジキ

（クロヵヮ）
｡

メカジキ科ＦａｎｌｎｙＸｉｐｈｉｉｄａｅ

４ﾕ．Xiphmsg1adius（Linnb）

Ｆａｎｌｉ１ｙＣｏｒｙｐｈａｅｎｉｄａｅ

４２．０oryphaenahippurusLinnb

FanliユｙＬｕｖａｒｉｄａｅ

４３ｏＬｕｖａｒｕｓｉｍｐｅｒｉａｌｉｓＲａ２ｉｎｅｓｑｕｅ

ＦａｌｎｉｌｙＯａｒａｎｇｉｄａｅ

４４．DecapterusrusseUii（RtlppeU）
４５.Domuroadsi（T・＆Ｓ､）
４６.To1ajangB1eeker
４７．，．nlacrosomaB1eeker

48oCaranxdelicatissimus（D8derlein）
49.Seriolaaureovittata（T、＆ｓｏ）
50.Soquinqueradiata（、＆Ｓ）
51．Sopurpurascens（T・＆Ｓ､）
52．magatisbipinnulata（Q・＆０.）

メカジキ

シイラ科

シイラ

アマシイラ科

アマシイヲ

アジ科

オアカムロ

ムロアジ（アヵゼ）

モロ（ムロ）

クサヤモロ

シマアジ

ヒラマサ

プリ

カンパチ’

ツムプリ

FａｍｉｌｙＬａｂｒａｏｏｇ１ｏｓＳｉｄａｅ タカベ科

タヵベ

イポダイ科

メダイ

ハタンポ科

５３．Labraoog1ossaargentiventrisPeters

FalnilyStromateidae

54oOcycriusjaponicus（D8derlein）

ＦａｍｉｌｙＰｅｍｐｈｅｒｉｄａｅ

鞄

55.Pempherisumbrus（Snyder）
５６．ＰｏｖａｎｉｏｏユensisOuvier

ツマグロアゴナシ

ミナミハタンポ

－２７－



FａｎｌｎｙＯｐ１ｅｇｎａｔｈｉｄａｅ イシダイ科

57.Op1egnathusf､asciatus（T・＆ｓｏ）
58.0．punctatus（T・＆Ｓ､）

イシダイ

イシガキダイ

ヒメジ科

オキナヒメジ

FaJnilyMuユエidae

59oPseudupeneusspilurus（B1eeker）

Falni1ynnlnelichbhyidae

60，Erythroclesschlege1i（Richardson）

ＦａｌｎｉｌｙＰｒｉａｃａｎｔｈｉｄａｅ

チピキ科

チピキ

キントキダイ科

61。

6２．
Priaoanthushamrur（Forskal）
P・boops（Schneider）

ホウセキキントキ

チカメキントキ

ＦａＪｎｉｌｙＫｕｈユｉｉｄａｅ

６３・Kuh1iataeniura（０．＆Ｖ､）

FaJnilyPomatomidae

64・Scombropsboops（Houttuyn）

Ｆａｎｌｉ１ｙＨｉｓｔｉｏｐｔｅｒｉｄａｅ

６５・Evistiasacutirostris（T・＆Ｓ､）

FalnilySerranidae

ユゴイ科

ギンユゴイ

ムツ科

ムツ

カワピジヤ科

テングダイ

スズキ科

6６．

６７．

６８．

(munberg）ＥｐｉｎｅｐｈｅｌｕｓｓｅｐｔｅｍＥａｓｏｉａｔｕｓ
Ｅorasciatus（Forskal）
E・Inoara（T，＆Ｓ､）

マハタ

アカン、タ

クエ

FaJniﾕｙＧｉｒｅｕｉｄａｅ メジナ科

6９．
７０．

７１．

Ｇｉｒｅ１１ａｐｕｎｃｔａｔａＧｒａｙ
Ｇ，melanichthys（Richardson）
ＧｏｍｅｚｉｎａＪｏ＆ｓｏ

メジナ

クロメジナ

オキナメジナ

[

Ｆａｌｎｉ１ｙＫｙｐｈｏｓｉｄａｅ

７２ｏＫｙｐｈosuslembus（０。＆Ｖ）

イスズミ科

イスズミ（ゴクラクメジナ）

－２８－
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Ｆａｍｉ１ｙＳｐａｒｉｄａｅ

７３ｏ０ｈｒｙｓｏｐllrysInajorT．＆Ｓｏ

ＦａｎｌｉｌｙＬｅｔｈｒｉｎｉｄａｅ

タイ科

マダイ

フエフキダイ科
４

７４．

７５。
ＬｅｔｈｒｉｎｕｓｈａｅｍａｔｏｐｔｅｒｕｓＴ．＆Ｓｏ
Ｌ・choerorhynchus（Schneider）

フエフキダイ

ハマフエフキ
①

FamilyLutjanidae フエダイ科

●
①
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●
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／
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Lutjanuskasmira（Forska1）
ParacaesioxanthuruS（B1eeker）
Pocaeru1eus（Katayama）
Pristipomoidesmicrodon（Steindachner）

ヨスジフエダイ（スジフエダイ）

ウメイロ（ヒワダイ）

アオダイ

ハナフエダイ

オオヒメ

ヒメダイ

ハマダイ

PofnamentoGusroseus（Caste1nau）
Posiebomdides（B1eeker）
Ｅｔｅ１ｉｓｏａｒｂｕｎｏｕｌｕｓＯ．＆Ｖ、

FanlUyPentapodidae

84oGyInnocaniusgriseus（T・＆Ｓ､）

ＦａｌｎｉｌｙＯａｅｓｉｏｎｉｄａｅ

８５･CaesioohrysozonusC．＆Ｖ･

Ｆａｌｎｉ１ｙＡｐｌｏｄａｃｔｙｌｉｄａｅ

メイチダイ科

メイチダイ

タカサゴ科

タカサゴ

タカノハダイ科

8６．

８７．

８８．

Gonistiuszonatus（０．＆Ｖ｡）
ＧｏｑｕａｄｒｉｏｏｒｎｉｓＧＵｎｔｈｅｒ

Ｇ・zebra（D8derlein）

タヵノハダイ

ユウダチタカノハ

ミギマキ

ＦａｌｎｉｌｙＴｒｉｐｔｅｒｙｇｉｉｄａｅ

８９ｏＴｒｉpterygionetheostomaJo＆Ｓｏ

Ｆａｎｌｉ１ｙＢ１ｅｎｎｉｉｄａｅ

９０oOirripectussebae（０．＆Ｖ､）

91.エstib1enniusenosimae（』。＆ｓｏ）

Ｆａｍｉ１ｙＰｏｍａｃｅｎｔｒｉｄａｅ

ヘビギンポ科

□

ヘビギンポ

イソギンポ科

クロタテガミカエルウオ

カエルウオ

＄

スズメダイ科

9２．

９３．

９４．

Anlphiprionxanthurus(０。＆Ｖ､）
Pomacentrusooe1estis(』。＆Ｓ､）
AbudemufTaigiensis（Ｑ・＆０.）

クマノミ

ソラスズメダイ

オヤピツチヤ

－２９－



Fａｎｌｉ１ｙＬａｂｒｉｄａｅ ベラ科

ohoerodonazurio（』．＆Ｓ､）
Bodianusbilunu1atus（Lac6p6de）
Semicossyphusreticulatus（０．＆Ｖ､）
､､ﾕassomacupido（T・＆Ｓ,）
Labroidesdimidiatus（0．＆Ｖ､）
Stethojuliskalosoma（B1eeker）
工nistiusdea（T・＆Ｓ､）

９５．

９６．

９７．

９８．

９９．

１００．

１０１．

イラ

キツネベラ

コプダイ

ニシキベラ

ホンソメワケベラ

カミナリペラ

テンス

FａｍｎｙＳｏａｒｉｄａｅ プダイ科

102．Leptoscarusjaponicus（０．＆Ｖ・）
103.OallyodonoviErons

プダイ

アオプダイ

Fanliﾕymataoidae

1O4．、ataxpinnatus（Linnb）

FamnySoorpididae

lO5・Microoanthusstrigatus（0．＆Ｖ､）

Ｆａｌｎｉ１ｙＯｈａｅｔｏｄｏｎｔｉｄａｅ

ツパメウオ科

ツパメウオ

カゴカキダイ科

カゴカキダイ

チヨウチヨウウオ科

1０６．

１０７．

１０８．

Pomacanthussemicircu1atus（０．＆Ｖ､）
Ｃｈａｅｔｏｄｏｎｏｏ１１ａｒｉｓＢエoch

Ohaetodonnﾕppon（ｓｏ＆，.）

サザナミヤッコ

チヨウチヨウウオ

シラコダイ

Ｆａｍｉ１ｙＺａｎｏｌｉｄａｅ

ｌＯ９・ZancLuscornutus（Linn6）

，Ｆ１ａｍｉ１ｙＡｃａｎｔｈｕｒｉｄａｅ

ＵＯ、PrionurusmiorolepidotusLacbp6dｅ

ｎａｍｉ１ｙＳｉｇａｎｉｄａｅ

Ｕｌ・Siganus丑uscescens（Houttuyn）

Ｆａｍｉ１ｙＢａＵｓｔｉｄａｅ

ｌ１２・BalistesconspiciUum(B・＆Ｓ､）

Ｈａｍｉ１ｙＯｓｔｒａｏｉｏｎｔｉｄａｅ

Ｕ３･Ostraoiontube'i･oulatusLinn6

ツノダシ科

シノダシ

ニザダイ科

ニザダイ

アイゴ科

アィゴ

モンガラカワハギ科

モンガラカワハギ

ハコフグ科

ハコフグ

－５０－、●



つ

114．Lactoriadiaphanus（B・＆ｓｏ）

FalniユｙＴｅｔｒａｏｄｏｎｔｉｄａｅ

Ｕ５ｏ０ａｎｔｈｉｇａｓterrivulatus（T。＆ｓｏ）

Ｆａｍｉ１ｙＤｉｏｄｏｎｔｉｄａｅ

ウミスズメ

フグ科

キタマクラ｡

ハリセンポン科

】

116．Diodonho1acanthusLinnb

ユエ７．０hｉｌｏｍｙｃｔｅｒｕｓａｒ２ｉｎｉｓＭｎｔｈｅｒ
ハリセンポン

イシガキフグ

FａｍｎｙＭｏ１ｉｄａｅ マンボウ科

Ｕ８ｏＭｏｌａｍｏｌａ（Linn6）

FalniユｙＳｏｏｒｐａｅｎｉｄａｅ

マンボウ

フサカサゴ科

119.Sebastiscusmarmoratus（０。＆Ｖ､）
120．Pterois1unu1ata(、＆ｓｏ）

カサゴ

ミノカサゴ

FalnilyOepha1aoantmdae

l21．Daicocuspeterseni（Snystfom）

ＦａｌｎｉｌｙＥｏｈｅｎｅｉｄａｅ

１２２ｏＲｅmoraa1bescens（Ｔ、＆Ｓ､）

セミホウポウ科

ホシセミホウポウ

コンパンザメ科

シロコパン

⑧
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底魚一本釣漁場調査（第２報）
勺

ヨ

前年度の調査計画に基ずいて継続して事業実施にあたった。前年の漁場調査において、有望

漁場と確認された漁場の精密調査と漁場価値の判定にあたった。調査期間は短く、かつ時化の

ため調査を阻まれたが、その調査結果を第１図に示した。

(1)Ａ漁場

漁場の面積は小さいが、魚郡はヒメダイ（体重７００～７５０９）が濃密に謂集しており、

（え）付良好であって漁場価値は極めて高いことが証明された。

(2)Ｂ漁場

潮流が早いためＡ漁場の調査は不可能となったので、魚郡探知機を活用して、アノウ崎の水

深６０ｍの小（おう）瀬に試験（なわ）を投入したところ、意外にもヒメダイ濃郡に遭遇し好

漁場であることが確認された。魚体はＡ漁場に比較してやや小型（体重５００９）である。ま

た、漁場は比較的狭い。

(3)Ｏ漁場

前年未調査の阿古沖魚礁を調査したところ、Ａ漁場と同様にヒメダイが、短時間のうちに多

量漁獲され、ここも好漁場であることが証明された。

以上の調査結果から三宅島の東、西側の水深６０～１５０ｍの海域（魚礁）には多量のヒメ

ダイが来遊していたことが判かつた。昭和５４年１０月の調査においては同漁場でアオダイが

漁獲対象魚であったがＷ今回は全くみられなかった。このような観点から考察すると、魚郡の

生態および環境条件によって漁獲物組成に変動が認められるので、今後この関係を検討する必

要があろう。いずれにしても甚だ興味深い問題である。

公

第１表底魚一本釣漁業調査表
鑓

水温

－４１－

月日符号 漁業位置 水温 水深 潮流 操業時間 漁獲物 備考

6．２９Ａ

Z１ノノ

ス５Ｏ

Ｚ４Ｂ
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Ｗ
浬
崎
浬

’
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ド
ｔ

夕
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〃
古

サ
阿
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１
ウ
５

ヵ日

Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

Ｆ
鍜
守
ヂ

●
●
●
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５
５
５
４

２
２
２
２

１ ２０ｍ

＝－１

ﾉノ

１２５

５０
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６０－６５
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Ｎ

1．５
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０
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剣
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司
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５
７
７
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１
４
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１
１
０
１
１
１
０
１
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第１図漁場図

調査担当者

大島分場漁撹稔尊室

技師

水員

小西尚男

田中七郎 黒雲 次郎
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。

坪田浩に潟ける定蝋観測
』､

Ｉまえがき

伊豆七島海嶺を越える黒潮は、冷水塊の出現に伴って流軸の移動・流量・流速が変動し、従

って水温・塩素量その他海洋条件が年々時期・時間によって変動し、これがトビウオ・ムロア

ジ・カツオ類およびテングサなどの生産量と密接な関係にある。

現在、伊豆と島では大島および新島ならびに八丈島で定地観測が行われているが、地理的に

伊豆七島の中間に位して、最も重要な位置を占める本島において、本観測は、いままで行われ

ていなかった。そこで当塲では、昭和５１年１０月坪田漁業協同組合に観測を依頼し、現在ま

で満４か年間貴重な資料を得ることができたので、今回水産開発事業にあたり、同島周辺漁場

の科学的、綜合的な利用を図ろために考察を加えたのでその結果の一部を報告する。本報告に

先だち、ご協力とご援助を賜った坪田漁業協同組合に対し心から感謝の意を表する次第である。

Ⅱ調査の方法

’）観測地点第１図参照

２）〃時刻午前１０時

５）〃器材表面採水器（ゴム２重製）、棒状寒

暖計（1/io、検定済）

４）〃項目風向.`風力・天気．気温．一般漁況

５）観測者坪田漁業協同組合田中昭三郎

定地観測地点図

。……定点

8ｓ

第１図定地観測地点図

－４５－



Ⅲ調査の結果

水温Ｃ。
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へ
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１６
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３５，，○少少
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１２３４５６７８３１０１１１２月

第２図三宅島定置観測水温図
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Ⅲ調査の結果

三宅島坪田における昭和５２～５５年の４か年間の各月平均水温値を第１表・第２図に示し

た。これによって大略の傾向を推察すると、昭和５２年は最も低温で、２月および４月はそれ

ぞれ１６．０台を示しており、１月を除いていちじるしく低い。昭和５５年は前年に比ぺて、や

や高目となっているが、２月を除いて水温はやはり全般的忙低目となっている。昭和５４．５５

年は、前２か年に比ぺると、全体的に１～２°Ｃ高く、おおむね正常な状態を示している。この

４か年のうちでは水温は生次の増加に比例して上昇傾向を示していることがわかる。そこで参

考までに昭和１５年の水温と比べてみると、この年は春5～秋季にいちじるしく高温であった。

いずれにしても観測資料が少ないので詳しい考察はできないが、海況条件が漁況におよぼす影

響を調べるため、とりあえず、春季代表的なハマトピウオ（ハルトビ）の関係について検討す

ると，三宅島における漁獲量の変せんは、第２表のとおりである。すなわち、水温が低い昭和

５２．５５年は不漁であるが、水温が１９．０前後（５～４月頃）になると、昭和５４．５５年

のように好漁となる。つまり黒潮（高温、高かん）が三宅島に沿って流れる場合は好漁という

結果になると思われる。

Ｊ､

第２表ハルトピ年別漁獲量（千ﾝ尾）

６１４８ ６ＵＵ

調査担当者

大島分場 漁撹指導室

技師補阿部登生

－４７－

年次

●

｡

５２ ５５ ５４ ５５

漁獲 ８２ １５６ ４８５ ６００



第１表三宅島定地観測表（坪田）
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■

●

ひきなお（宅`繩）漁業指導（和歌１１'県式）'７

比

Ｉ目的

三宅島の水産業は従来からテングサの採取業のみが盛んに行なわれ、近海に好漁場をひかえ

ておりながら、魚類を対象とした漁業がほとんど行なわれていない。

近年、テングサの減産により漁民間においても他の漁業を併用し漁業収入の増加をはかるぺ

く論議されている。

三宅島の漁船は、いずれも２～５トンの小型船であるため、これら漁紹に最適な和歌山県式

ひきなわ漁法を導入し、三宅島水産業の振興をはかるため、本指導を実施した。

Ⅱ方法

昭和５５隼１０月２５日～３０日

三宅島坪田漁業協同組合

〃伊ケ谷漁業協同組合

’’阿古漁業協同組合

和歌山県西牟婁郡すさみ町在住稲葉三郎

長松丸（５．２５トン焼玉１２馬力）

１期間

２場所

５讃師

４使用船

Ⅲ指導内容

'

１各種ひきなわ（曳縄）漁具漁法

１）スマガツオひきなわ（曳縄）

ａ）漁法

魚体が１噂までのときは、船の速力を５～５ノットにして、小型１本爪（ぎじえ）で

シヤひき釣りする。

ｂ）漁具

巷

－５１－
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舍已目ﾖｦ!iつ命

5へ2０ …金rLj露i１分8ﾉﾋﾞ！

<コミ三三鬘

メジカ亀已～ろ号

以上の他に船から竹（さお）を両（げん）に出しひきなわを４～５本出して操業する

ることもある。この場合は、妬の速力を７～８ノットとし、下図のような漁具を引く。

～わ
丼ワ屋

<ﾕﾆ臺臺薑

２）ソーダガツオひきたわ（曳縄）

ａ）漁法

船の両舷より長さ６ヒロ位の竹（さお）を両（げん）に出し、下図のごとくひきなわ
は、１０～１２本用意する。この場合、ひきなわの長さは外側ほど長く、内側になるに

こ￣～

ニーー

￣～

￣

□
丁嘉＝￣＝ヨーー

Li4WJ急
。-

う辱口￣

25尋一

二二巫毫三二雲三三窒輸
午尋一
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菅

従って２ヒロ位づつ短くなるように加減する。これは魚が食ったとき、他の魚具にかか

らずに船内に取り入れるためと、船が旋回する場合、漁具と漁具とがからまないためで

ある。

各（なわ）には小型潜航板を使用する。

ｂ）漁具

イ潜航板（和歌山型または土佐型）

潜航板の穴はなるべく前に開けた方がよい。後に開けると潜航板力探<も<・り、魚が

食った場合、板が浮上するのに時間がかかるので詣率的でない。

勾

六の位置(土(左型）
チチス

〆~=奎

ロ（ぎじえ）

（ぎじえ）は、メジカ角丼、または貝頭（ぎじえ）がよい。貝頭のぱあい、カツオ類

は白い毛を好むので、白い毛を多くする。白い毛は毛のうちでも１番弱いのでゴマ毛を

２～５割入れて白い毛を保護する。毛の数は１２～１５枚が適当である。

和歌山県近海では潮の悪い時、水中では品物が大きく見えるため、赤毛を２～５割入

れるが、伊豆七島では、透明度が高いのでその必要はない。

５）カツオ・メジひきなは（曳縄）

①上ひき

カツオの場合、（ぎじえ）に食付き釣針に魚がかかったとき口を開く'性質があり、

はずれやすいので、釣針を図のように２本合せにし、船の速力は、なるべく早く（７

～ｄノット）する。魚は船の速力が速いほど、ロの奥にかかるものであるが、あまり

奥にかかって釣針をはずしにこまるときは、鉤針の「返し」をペンチで取ると、はず

しやすくなる。メジは４K9以上になると上ひきか、シヤひき、または（え）ひきがよ
座

い○

_」
Ｋ戸口ロ

－５５－
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-丁

ａ）漁法

ひきなわは、１０～１１本の場合は、船の中央に竹を立てて引く。

『
Ｊ

ｒ

、

縄兼３０弓
でのj号呼勿賜7台ノａＩへ円

,霧

ｂ）漁具

貝頭の大きさは、魚がシラス・アミを食っている場合とか（なぎ）の場合には、′j型

のものを使用するが、サンマ・イカ・ムロ等を食っている場合とか、または、風波の鎗

ぃ場合は大型のものを使用する。

エペはシイラの皮が良いが、カツオの場合は腹の白い方を好む。メジ(I:f背の黒い方が

良い。毛の数は角ｖ)周囲を１廻りするていどで十分であるが、カツオは白毛の多い方が

良い。

ｌ釣針は、カツオで1.5～２彫の場合は６号針を２本合せにし、５K,以上の場合は４号

幻を２本合せにずる･メジは２本合せにする必要はない。

②下ひき（潜航板使用）

魚体が1.5～５噂で風波があまり強くないときは、この漁法で操業する。

５）漁法

潜航板を使用するぱあい、船の速力は、あまり速くせず５ノット位が適当である。潜

航板は普通４本でひくが、この場合でも上ひきの漁具を併用して藻業する。上ひきと下

ひきの釣針に魚が同時に食った場合は上ひきの魚は、そのままオトリとしておき、下ひ

きの,魚を取り込む。

どちらかに１尾食ったときは、すぐ取り込まず次の魚が食うまでオトリとしてひいて

－５４－
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◆
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ゴミ℃。
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ｂ）漁具

潜航板の材

料は（きり）

が一番よい。

塗料はピニー

ノレ塗料がよく

色は水色か赤

色がよい。

（ぎじえ）

は潜航板の後

につける、ホ

－１尺1寸一

』寸价
Ｉ

－３寸銑－－７オフ分一一
テ久又

Er-工かり出し筋力v魚が．喰化とを
板zJ1波ﾘｗｌ,、

ロは、なるべ

く小さいほど（２寸６分）よく魚の橿瀕を問わず毛は白の多い方がよい。

⑤シヤひき

シヤひきはメジ・ダルマ・キハダ等1.5～１５KFの魚に最滴の漁具である。

ａ）漁法

この漁法は人間がシヤひくので非常に重労働である。そのため最近は上ひきで漁場周．

辺を旋回し、魚が上ひき漁具に食ってから、この漁法で操業する。船の速力は魚類を問

わず遅いほど良い。シヤひき漁具は普通２道具用意し、シヤひきで操業を始めたらまず、

１道具に魚を食わせ、それをオトリとして次の道具で操業し、前のオトリの魚が死んだ

ら現在の道具に食っている魚をオトリとし、前の魚を取り込んで、その道具ですトリが

色､

－５５－
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凸

死ぬまで操業し、これを繰返し操業する。漁具の長さは４彫のメジで２０（ヒロ）位延

ばせばよい。

ｂ）漁具

ノ森

現在つけないようにしている。

Ｒ
Ｊ

ヰ３０へ県

自首f藍

ご
国
三

川
－
Ｊ

ダ（11~19k３Ｊ
ｼＹ45~a6k8）

Z｡（汗２２

匠三弓国

シヤひきに使用する（たわ）は弾力のないものを使用する。これは道具を理想的に踊

らすためである。

④マグロひきなは（曳縄）

５８～１９０坪の各種マグロ類を釣る漁法である。

ａ）漁法

ひきなわは２～５本で４５（ヒロ）位延ばす。魚が食ったらシツテを１５０（ヒロ）

延ばし受止める。この場合ｉ魚は（たわ）のある限り深く潜っていくが、１５０（ヒロ）

延ばせば、後は止めても（なわ）の切れる心配はなＬｂその後、シツテを（かじ）旧寺

って行き船をスロー（１～1.5ノット）で魚の大きさに応じて１０～５０分ひけば大低

の魚は弱ってしまい容易に取り揚げられる。魚が船の近くまできたときには（もり）を

打った方がよい。

－５６－
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▲

ｂ）漁具
０

シツテは綿糸で（なわ）はクレモナの太さ４刃ロープを１５０～２００（ヒロ）用意

する。

Ｐ７

ｎ

H-／／～／石
、３鋤７仏幻【馬

リ

)へZOO墨 ､曇 【」

餌料はサンマ・イカ等でひくこともあるが、トビ（５７５９）が一番良い。トビは生

餌が一番良いが塩蔵したものでもよい。

O）（えさ）の装着法

ワイヤーを肛門から通して口から出す。釣針の半分以上が図のように体の中にかくれ

るようにする。

霧‘ず

額

ｊ菫,l1j篝三三iii鍵
しばり宙ｊ５ｔＪｷｺﾞ移動し江い
ようしこすわ．

灘篝
￣■

散;ZjBfi ﾋﾆﾑｮＬ

冤轟(』脳

鷲籔～電雲蕊蓬薑
系で金｢金h1Y回りαいように紬〕ぐ

お

２（ぎじえ）の種類および作成法
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１）頭角（ホロ）

従来から各種のホロが考案ざれ使用されてきたが、現在、和歌山県地方ではほとんど

貝頭が使われている。

貝頭にもアワビ・アコヤ貝・ヒロセ貝等があるが、白（チョウ）貝が一番よい。今ま

でで一番良いと思われたのは（シカ）の角であるが入手が困難なので一般に貝頭を使用

している。

２）毛

白．ゴマ・赤（心黒）の５種あるが、これを魚種に合せて適当に混合して（ぎじえ）

を作る。毛の数はホロの大きさにより異なるが、毛の芯がポロを一周するだけ付ければ

充分で、普通１２～１５本である。

毛の長さは、ホロの大きさにより長短適当にするが、１つの（ぎじえ）につげる長さば

は一定にせず、多少長短のあった方がよい。

５）エパ

フグ・シイラ等があるが一番よいのはボラ・スズキの皮である。しかし、シイラが一

番多く使われているので、その作成法を説明する。

エペに値うシイラは、７５０９以下のものが良い。先ず漁場で適当なシイラを釣り上

げたならば、すぐ首を切って殺し、日陰において侍'帰る。入港後、皮をはぎ、皮の油を

取るため米のとぎ汁の中に８時間（つ）け、その後ガラスまたは板等に張り付けて乾燥

する。乾燥したエペは、その隼に使用するとまだ皮が柔かいため、切れやすく、また操

業中からまりやすいので翌年まで保存した方がよい。保存法は薄い柔かい紙で包み雑誌

等にはさんで置くと油も完全にとれる。

エペは毛の周囲に何重にも巻かず一重の方が良い。シイラ以外の魚でエペを作るとき

は（うろこ）をはがす。エバは薄いものほど良い。

４）釣針

釣針には各種大きさがあるが、ホロの大きさに合せて撰定する。種類も手打ちと電気

打ち（機械打ち）の２種類あるが強さに大した差がないので、普通は電気打ちのものを

使用している。カツオの場合は２個の針を背中合せとして使う。また、釣針は一種の

（ぎじえ）にもなるので、必ずサピのない新しいものを使用することである。
５）トビウオの保存法

トビウオは５００～５７５１のものが最適である。トビウオを入手したら腹部を切開

－５８－



●

，

▲

せず、原型のままで塩水の中に２時間ほど（つ）ける。この場合、塩水の濃度はトビを

入れたとき魚体が半分浮上する位にする。塩水に（つ）け２時間すれば魚体は完全に固

定してしまい主すから、その後、食塩の中にうめ漁期になるまで保存する。

＆

Ⅳ成果

■
９
．
９

三宅島のひきなわは小規模ながら行なわれてきたが、これは収入の目的と言うよりは漁閑期

における遊漁に過ぎなかった。このため漁獲量も漁協によっては皆無に等しい状態であった。

ところが近隼、主要収入源であるテングサの減産、あるいは毒トビの不況から漁家生活の安定

は期待できなくなった。

ひきなわ漁業の先進地である和歌山、大分県の小型漁船が三宅島近海まで出漁し、カツオ・

メジ類の好漁がなされた。

当塲でも、このひきなわ漁法の導入について計画してきたが、今回、;和歌山県に講師の派遣

を依頼し、現地において陸上講習および実地講習（海上講習）を行なった。稲葉講師は自己の

５０圧と言う永生の経験を活かし、対象魚類による漁具の作製と漁法について細部にわたり指

導され、また、海上実習ではわずか１時間にメジ２０尾・カツオ１０尾の漁獲を示す好閃漬を

収めた。最近では、こめひきなわ専業船として現地で２０隻が新造され、また千葉方面から２

～５トンの小型船を責入れるような状態で、三宅島の水産業もテングサ彩取業から沖合出漁の

年別、単協別、ひきなわ水揚量（彫）表１

Ｌ

､iＩ

－５９－
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気逗力塙まっている。

表１は昭和５５隼から昭和５５年までのひきなわによる水揚量であるが、三宅島の中心漁港

である坪田では５５年に1.964109.54生、２，５５７Ｋ9であったが本指導を行なった５５年には

６，０７８町で５４崖の約2.5倍と飛壇的に増大し好成果をあげた。

表２ 魚種別、月別水揚量（５５生）

表２は、昭和５５生におけるひきなわの魚種別、月別水場景であるが漁期は９月頃から始ま

り、秋期から冬期にかけて行なわれている。

また、魚種には、カツオ・メジ類がその主なものであるが、カツオ・５，００１坪．メジ

２１５７KＦとなっている、

ｖ結 語

以上、昨鑓１０月に実施した和歌山県式ひきなわについて、その内容および成果の概要を述

ぺたが昨年はこの漁法を取り入れた初年度にもあたるので水揚量も一応数字的には、５４隼の

約2.5倍（坪田）を示してはいるものの水揚量としてはまだ少い゜

しかし9ｔ近、この漁法についての漁民の熱意から考慮して本隼度、或いは来隼度と水揚量も

年々増加し、三宅島におけるテングサ漁業とともに益々盛んになることが期待される。

指導担当者

講師稲葉三郎

大島分場漁携指導室

技師今井丈夫
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